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大正10年(1921)10月 8日 徳川家達・家正送別会での写真 (『写真通信』第93号、1921年 11月 1日 )

前列右から徳川家正夫人、徳川家達、家正、令嬢、家達夫人。後列右は大森鐘一、中央が江原素六。

大
正
十
年
の
徳
川
家
達
送
別
会

幼
い
日
の
明
治
初
年
、
静
岡
藩
主
で
あ

っ
た

徳
川
家
達
は
、
後
年
は
貴
族
院
議
長
を
長
く

つ

と
め
、
政
界
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大

正

一
〇
年

（
一
九
二

一
）、
五
九
歳
の
と
き
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
主
唱
に
よ
り
軍
縮
や
中
国

・
太
平

洋
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
ワ
シ
ン

ト
ン
会
議
に
全
権
委
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い

る
が
、
上
の
写
真
は
そ
の
送
別
会
で
の
記
念
撮

影
で
あ
る
。

一
〇
月
八
日
午
後
二
時
か
ら
東
京
神
田
の
如

水
会
館
で
開
か
れ
た
こ
の
送
別
会
は
、
同
方
会

・

葵
会

・
旧
交
会

。
静
岡
育
英
会
の
旧
幕
臣
関
係

四
団
体
が
連
合
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ

っ
た
ｃ

約
四
〓
０
人
が
参
集
し
、
会
場
は
立
錐
の
余
地

が
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
講
談

。
手
品
な
ど
の

余
興
の
後
、
同
方
会
会
長
江
原
素
六
が
代
表
と

し
て
送
別
の
辞
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
家
達
が

答
辞
を
述
べ
た
。
万
歳
三
唱
の
後
、
茶
話
会
に

移
り
、
六
時
頃
に
は
散
会
し
た
と
い
う
。
開
催

通
知
に
よ
れ
ば
、
会
費
は
五
円
、
男
子
の
服
装

は
洋
服
も
し
く
は
羽
織
袴
と
指
定
さ
れ
て
い
た

（『
同
方
会
誌
』
五

一
号
）
。

家
達
は

一
〇
月

一
五
日
出
航
、
翌
年

一
月
三

〇
目
に
帰
国
し
た
。
外
交
官
で
あ

っ
た
息
子
家
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正
は
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
に
赴
任
す
る
つ

い
で
に
父
に
同
行
し
た
。

旧
幕
臣

・
沼
津
兵
学
校
出
身

の
衆
議

院
議
員

（
当
時
無
所
属
）
島
田
三
郎
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
委
員
の
人
選
に

つ
い
て
、
「加
藤
幣
原
の
両
氏
は
予
定
の

プ

ロ
グ
ラ
ム
で
別
に
不
思
議
で
も
な
い

が
徳
川
議
長
を
担
ぎ
出
す
に
至
つ
て
は

寧
ろ
原
首
相
の
心
理
状
態
を
疑
は
ざ
る

を
得
な
い
若
し
島
円
三
郎

一
個
の
立
場

か
ら
言

へ
ば
徳
川
議
長
は
此
の
任
命
を

辞
退
す
べ
き
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
と

思
ふ
」
と
評
し
、
自
国
の
立
場
の
み
に

拘
泥
す
る
こ
と
な
く
世
界
の
大
勢
を
知

る
こ
と
、
国
民
輿
論
を
正
直
に
主
張
す

る
こ
と
、
正
義
人
道
の
た
め
東
洋
の
平

和
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
（
『読
売
新
聞
』
大
正
１０

・
９

・
２９
）
政

治
的
立
場
を
異
に
す
る
立
憲
政
友
会
の

原
敬
首
相
を
批
判
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
の
結
果
結
ば
れ
た
諸
条
約
に
よ
り
、

日
本
は
対
米
協
調
路
線
を
と
る
こ
と
と

な

っ
た
。
し
か
し
、
大
陸

へ
の
軍
事
的

進
出
を
は
か
る
軍
部
な
ど
か
ら
は
批
判

が
生
じ
、
や
が
て
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
打

破
を
主
張
す
る
形
で
昭
和
の
軍
国
主
義

が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。（樋

口
雄
彦
）

樋
口

一
葉

（
一
八
七
二
～
九
六
）
が

旧
幕
臣
の
娘
で
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
父
樋
口
則
義
は
維
新
後

に
は
東
京
で
新
政
府
に
出
仕
し
た
の
で
、

静
岡
藩
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
葉
が
直
接

・
間
接
に
関
わ
り
を
持

っ

た
人
々
の
中
に
は
沼
津
兵
学
校
に
連
な

る
人
々
が
何
人
か
い
る
。
以
下
、
そ
れ

ら
の
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

１
　
三
宅
花
圃
と
父
田
辺
太

一

一
葉
が
和
歌
を
学
ん
だ
中
島
歌
子
の

塾

・
萩

の
舎
の
先
輩
だ

っ
た
の
が
田
辺

龍
子

（号
花
圃
、
後
に
三
宅
雪
嶺
と
結

婚
）
で
あ
る
。
四
歳
年
長
、
か
つ
女
流

作
家
と
し
て
も
先
輩
で
あ
り
、
『薮
の
鶯
』

を
刊
行
し
、　
一
葉
に
刺
激
を
与
え
た
。

元
沼
津
兵
学
校
教
授
だ

っ
た
太

一
は
娘

の
作
品
の
清
書
を
手
伝

っ
た
。

花
圃
は
後
年
自
分
が
紹
介
し
た
と
言

っ
て
い
る
が
、
二
五
年
八
月
四
日
付
花

圃
宛

一
葉
書
簡
に
は
、
一お
父
様
に
も
御

母
様
に
も
御
礼
よ
ろ
し
く
」
云
々
と
あ

り
、
実
際
に
は
花
圃
の
依
頼
に
よ
り
太

一
が
、

一
葉
の
作
品
を

『
都
の
花
』
に

ヽ

掲
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
中
根
香
亭

ヘ

ロ
添
え
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
花
圃
の
従
弟
で
あ
る
田
辺
朔

郎
は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
出

身
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
姉
鑑
子
も
萩
の

舎
の
門
下
生
だ
っ
た
。
彼
女
は
建
築
家

・

工
学
博
士
片
山
東
熊
に
嫁
い
だ
。

２
　
江
崎
牧
子
と
父
乙
骨
太
郎
乙

牧
子
は
、
沼
津
兵
学
校
で
英
語
を
教

え
た
乙
骨
太
郎
乙
の
長
女
で
、
明
治
三

年
九
月
沼
津
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
父
親

同
士
が
親
し
か

っ
た
の
で
、
花
固
と
は

親
友
で
あ
り
、
萩
の
舎
で
も
同
門
で
、

一
葉
と
初
対
面
の
と
き
も
い
っ
し
ょ
で

あ

っ
た
。
宮
内
省
御
料
局
技
師
江
崎
政

忠
と
結
婚
し
た
。

英
文
学
者
と
な

っ
た
太
郎
乙
の
甥
上

田
敏
は
、
明
治
二
八
年
五
月
七
日

一
葉

を
訪
ね
た
が
、

一
葉
は
彼
が
牧
子
の
従

弟
で
あ
る
と
聞
き
、
一
い
と
し
た
し
ま
れ

ぬ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。

３
　
島
田
政
子

一
葉
の
小
説

「我
か
ら
」
の
主
人
公

の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。
横
浜
の
商
人
島

ヽ

田
豊
寛
の
娘
で
、
沼
津
兵
学
校
資
業
生

出
身
の
政
治
家
島
田
三
郎

（旧
姓
鈴
木
）

の
妻
で
あ
る
。
萩
の
舎
に
通

っ
て
い
た
。

不
倫
問
題
か
ら
二
三
年

（
一
八
九
〇
）

に
離
婚
し
た
。

４
　
中
根
香
亭

中
根
香
亭

（淑
）
は
元
沼
津
兵
学
校

教
授
。
田
辺
花
圃
の
仲
介
に
よ
り
、

一

葉
の

「う
も
れ
木
」
を
、
自
分
が
編
集

発
行
人
を
つ
と
め
る
雑
誌

『都
の
花
』
（金

港
堂
発
行
）
に
掲
載
し
た
。
花
圃
の

一

葉
宛
書
簡
に
は
、
「中
根
氏

へ
た
の
み
金

港
堂
よ
り
少
な
く
も
五
十
ペ
ー
ジ
位
の

も
の

一
冊
こ
し
ら

へ
ば
如
何
か
と
存
じ

候
」
と
あ
る
。
花
圃
の
父
円
辺
太

一
と

中
根
と
は
、
沼
津
で
の
同
僚
時
代
を
通

じ
、
乙
骨
太
郎
乙
も
合
め
漢
詩
仲
間
で

あ

っ
た
。
た
だ
し
、　
一
葉
と
面
識
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

５
　
一
一人
の
西
村
熊
次
郎

一
葉
の
父
樋
口
則
義
の
幼
友
達
で
、

則
義
同
様
甲
州
の
農
民
か
ら
幕
臣
に
な

っ
た
上
野
兵
蔵

（
一
八
三
二
～

一
九
〇

三
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
彼
は
、
則

義
の
弟
と
い
う
名
日
で
御
家
人
の
家
を

継
ぎ
、
西
村
熊
次
郎
と
名
乗

っ
た
。
慶

応
三
年
時
点
で
は
幕
府
陸
軍
の
撒
兵
に

属
し
た
。
翌
年
同
家
を
離
縁
と
な
り
、

」
〓

シ

リ

ー

ズ
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一一
四

一̈
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
〈
８３
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一̈

一一　

樋
口

一
葉
と
沼
津
兵
学
校
に
連
な
る
人
び
と
　
一一
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旗
本
原
田
市
三
郎

（川
路
聖
謀
の
孫
）

に
用
人
と
し
て
仕
え
、
そ
の
後
は
大
蔵

省
の
官
吏
と
な

っ
た
。
樋
国
家
と
は
維

新
後
も
交
流
が
続
き
、

一
葉
も
彼
を
伯

父
上
様
と
呼
ん
だ
。

実
は
、
同
時
期
も
う

一
人
の
幕
臣
西

村
熊
次
郎
が
い
た
。
中
根
香
亭
の
義
弟

（妻
の
弟
）
に
あ
た
り
、
沼
津
兵
学
校

第
四
期
資
業
生
出
身
で
、
東
京
外
国
語

学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と

つ
た
西
村
正
立

（旧
名
熊
次
郎
、

一
八
四
〓
～

一
九

一

二
）
で
あ
る
。
中
根
に
は
跡
継
ぎ
が
な

か

っ
た
た
め
、
彼
が
遺
し
た
資
料
は
西

村
家
に
伝
来
し
た
。
残
念
な
が
ら
現
在

´
一
´ヽ
一ヽ
， 一
‐‐‐‐‐・‐‐‐一
一一

一
ＦＯ
一■
一
一”
一“
一
一一■
一

―
筆
力
ｔ

う

，

ヽ
，

モ

●

お

し

―
ど
ふ

ｏっ■
、・一下

）

た
こ
と
が
あ
る

（．
五
年
二
月
二

一
日
）ｃ

ま
た
、

一
葉
日
記
に
よ
れ
ば
、
藤
光
の

妹
で
、
倍
の
叔
母
に
あ
た
る
女
性

（
一

八
三
〇
～

一
九

一
四
、
戒
名
真
性
院
妙

常
日
道
大
姉
）
は
、
二
五
年
二
月
二
七

日
に
萩
の
舎
に
入
門
し
て
い
る
。
彼
女

の
夫
三
田
弥
吉

（務
本
、

一
八
二
七
～

一
九
〇
七
）
は
婿
養
子
で
、
幕
末
に
外

国
奉
行
支
配
定
役
や
神
奈
川
奉
行
支
配

調
役
、
維
新
後
神
奈
川
県
准
大
属

。
大

蔵
省
出
納
寮
大
属

。
同
省
出
納
局

一
等

属
な
ど
を

つ
と
め
た
人
で
あ

っ
た
。

７
　
水
野
忠
敬
と
そ
の
娘
鐙
子

沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
で
は
な
い
が
、

つ
い
で
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
最
後

の
沼
津
藩
主
で
、
元
菊
間
藩
主
の
子
爵

水
野
忠
敬

（
一
八
五

一
～

一
九
〇
七
）

は
歌
人
で
あ
り
、
宮
内
省
に
出
仕
、
御

歌
所
参
候
を

つ
と
め
、
萩
の
合
に
も
出

入
り
し
た
。　
一
葉
と
も
当
然
面
識
が
あ

っ
た
。　
一
葉
の
日
記

・
二
五
年
二
月
五

日
条
に
、
忠
敬
が
菊
間
神
社

へ
の
奉
納

和
歌
を
募

つ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
『
い
か
き
の
松
』
（明
治
二
四
年
四

月

・
上
総
菊
間
松
翁
稲
荷
社
に
備
る
歌
）

と
い
う
活
版
印
刷
の
歌
集
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
、
旧
家
臣
た
ち
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
の
ほ
か
、
忠
敬
の

歌
人
と
し
て
の
人
脈
か
ら

一
葉
の
師
で

あ
る
中
島
歌
子

・
和
田
重
雄
ら
の
詠
歌

も
載

っ
て
い
る
。
ま
た
、
忠
敬
の
娘
鉛

子

（後
に
旧
八
戸
藩

・
子
爵
南
部
利
克

夫
人
、　
一
八
七
七
～

一
九
五
二
）
は
萩

の
舎
で

一
葉
と
同
門
で
あ
り
、　
一
葉
日

記
に
も
何
箇
所
か
に
登
場
す
る
。

〈参
考
文
献
〉
『
全
集
樋
口

一
葉
　
日
記

編
』
（
一
九
九
六
年
、
小
学
館
）
、
『全
集

樋
口

一
葉
　
別
巻

一
葉
伝
説
』
（
一
九
九

六
年
、
小
学
館
）、
『
一
葉
資
料
目
録
』
（二

〇
〇
四
年
、
台
東
区
立

一
葉
記
念
館
）
、

上
野
錦

一
『
祖
父
の
覚
書
』
（
一
九
九
四

年
、
私
家
版
）
、
山
崎
栄
作

『
三
田
花
朝

尼
著
　
箱
館
日
記
』
（
一
九
九
七
年
、
私

家
版
）
、
『
金
沢
文
庫
古
文
書
　
第
十
七

輯
　
依
田
家
文
書
』
（
一
九
六

一
年
、
金

沢
県
立
金
沢
文
庫
）

（樋
口
雄
彦
）

そ
ノい
０
４
１

ｉ

‥
摯

１蘇
酵
・

一

予

外

―
一
』
警驚

上 江崎牧子と夫政忠
(永井菊枝氏所蔵)

左 田辺太―と三宅雪
嶺・花圃夫妻の寄せ書き

(当館所蔵)

上より三宅花同、田辺

蓮舟、三宅雪嶺。大正

元年 (1912)正 月花同の

箱書きがある。
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ヽ

は
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
る
が
、
西
村

家
に
は
樋
口
　
葉
の
書
簡
が
残

っ
て
い

た
と
い
う

（た
ぶ
ん
中
根
香
亭
宛

の
）
。

筆
者
は
そ
の
こ
と
を
聞
き
、
西
村
正

立
と
上
野
兵
蔵
と
を
同

一
人
物
で
は
な

い
か
と
勘
違
い
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
全
く
の

別
人
で
あ
る
。

６
　
一二
田
藻
光
と
そ
の
妹

楳
光
は
旧
幕
臣
の
歌
人
で
、
静
岡
藩

時
代
に
は
静
岡
学
問
所
の
和
学
教
授
。

沼
津
兵
学
校
資
業
生
三
田
倍
の
父
で
も

あ
る
。　
一
葉
は
師
中
島
歌
子
と
と
も
に

参
加
し
た
歌
会
で
楳
光
と
顔
を
合
わ
せ
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歴史講演会「濯津藩た挨板のだ革」
平成20年 2月 16日 C1 13時 00分～15時00分
豆田誠路 氏 (碧南市教育委員会 学芸員)
明治史料館 2階講座室
無料

平成20年2月 2日 C1 9時より
電話または直接 (先着100人 )

ギヤラリートーク
日 日寺  :平成20年2月 9日0、 23日(1)11時から
内 容  展示会場で学芸員が展示解説します

事前のお申込み、参加費は不要です
(観覧料は必要です)

参加費

申 込

時

師

場

日

講

会

江
戸
時
代
後
期
の
安
永
六
年

（
一
七

七
七
）
か
ら
明
治
維
新
ま
で
、
沼
津
藩

水
野
家
が
沼
津
市
域
の
多
く
を
領
有
し

て
い
ま
し
た
。
沼
津
藩
が
成
立
す
る
前
、

水
野
忠
友
が
陣
屋
を
構
え
て
立
藩
し
た

の
が
大
浜
（現
愛
知
県
碧
南
市
）
で
し
た
。

沼
津
に
移
り
、
明
治
維
新
で
菊
間
（現
千

葉
県
市
原
市
）
に
移
封
さ
れ
た
後
も
、
廃

藩
置
県
ま
で
水
野
家
が
領
有
し
た
、
水

野
家
に
と

つ
て
重
要
な
領
地
で
し
た
。
　

　

一
４

本
展
で
は
、
館
蔵
資
料
に
加
え
、
大
　
　
・

浜
な
ど
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
展

示
し
、
沼
津
藩

（菊
間
藩
）
大
浜
領
の
沿

革
を
紹
介
し
ま
す
。

（主
な
展
示
資
料
〉
大
浜
陣
屋
絵
図

・

陣
屋
日
記

・
陣
笠

・
沼
津
城
の
鬼
瓦

・

菊
間
落
管
内
絵
図

・
服
部
純
の
書
な
ど

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９２
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

０
五
五
‐
九
二
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‐
三
三
三
五

Ｆ
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Ｘ

Ｏ
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五
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九
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‐
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一
も
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日
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」
ｏ
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週
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費
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つ
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